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Abstract：

It aims to reduce traffic fatalities that occur frequently at night. To that end, we will develop 

information presentation and alerting methods using lighting. It is important to do basic research 

on the attractiveness from the target pedestrians and other vehicles. Therefore, we conducted basic 

experiments on attractiveness considering human visual characteristics. The experiment was 

conducted by the subject. We extracted the features of the highly attractive area in the still image.

１．はじめに

夜間に多くの交通死亡事故が発生しており、その防止策のひとつとして歩行者への情報提示や注

意喚起の手段に照明を用いるシステムの開発や、クルマの前照灯を事故防止のための安全用途（情

報提示や注意喚起）に活用するための研究[1]が行われている。このためには、注意喚起や情報提示の

照明が歩行者や他車から認識しやすいことが必要である。人に対する情報提示と注意喚起の手法を

検討する上で、手法による誘目性の強弱は重要な要因である。誘目性とは、人目を引きつける度合

いを言い、一般には、「注意を向けていない対象の発見のされやすさ」、あるいは、「注意を向けて
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70%であった。この結果から、誘目要因として色が有力な候補であると考えられる。また、画像を

加工した実験では、画像を加工前後で被験者が印象に残ったと回答した領域に変化が見られた。

OriginalAからA1への変更では、色を加工することで右側から中心部へと誘目位置が変化した。こ

れに対して、A1からA2への変更では、誘目位置は変化しなかった。これは、暖色と暖色を組み合

わせることが誘目を弱めてしまうのではないかと考えられる。

OriginalBの静止画での実験では、OriginalBからB1への加工では、加工により誘目位置が赤色

や黄色の暖色位置へと変化した。B1からB2への加工では、看板のサイズを小さくしたにも関わら

ず橙色へ変更した部分へ誘目位置が移動した。

これらの結果から、色の違いが誘目の要因であり、特に暖色が誘目の要因として強いものではな

いかと考えられる。

5．まとめ

本研究では、被験者に静止画を短時間提示し、印象が強く記憶に残った理由から誘目要因につい

て実験を行い調査した。実験結果から、以下の知見が得られた。

(1) 誘目要因として、色が有力な候補である。

(2) 色の種類では、赤色や黄色など暖色の誘目性が高かった。

(3) 暖色同士が重なり合った場合には誘目性は弱まる。

(4) 周囲と同系色の色は、誘目性を弱める傾向にある。

今回の検討は、最終目標が照明による情報提示と注意喚起であることに対して、一般的な風景を

対象とした検討に留まっている。また、検証方法も被験者の申告によるものであり客観性に乏しい

という課題もある。今後は、今回得られた知見を補完するために、より多くの静止画および照明に

より制作された画像を用いた検証実験を行うことが必要である。さらに、被験者の視線方向計測を

加えて行うことによりデータの客観性を確保する試みも行っていきたい。また、今回は静止画を対

象として誘目性に関する基礎的な検討を行ったが、照明による点滅など動的に変化する対象に関す

る誘目性の評価も重要な課題である。

なお、実験の被験者は大学内で学生ボランティアを募り、実験前に目的、内容、収集データの取

扱いについて説明して理解してもらった上で、参加者の自由意志により実験を行った。
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